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H貝

を
中
心
に
し
て
i

、
序

は
、
社
会
的
効
用
が
常
に
求
め
ら
れ
て
い
た
。
そ

の
状
況
の
中
で
、
恋
愛
詩
と
い
う
偶
人
的
、
内
面
的
な
分
野
の
作
品

で
評
価
さ
れ
る
李
商
隠
は
、
特
異
な
詩
人
で
あ
る
。
た
だ
し
、
李
荷

憾
に
も
向
時
代
の
政
治
的
事
件
に
触
発
さ
れ
て
作
ら
れ
た
詩
歌
が
な

い
わ
け
で
は
な
い
。
特
に
、
文
京
の
大
和
九
年
(
八
三
五
)
十
一
月
、

(1) 

彼
が
二
十
四
歳
の
時
に
勃
発
し
た
せ
露
の
変
を
め
ぐ
っ
て
は
、
注
目

さ
れ
る
作
品
が
い
く
つ
か
作
ら
れ
て
い
る
。
甘
露
の
変
と
は
、
李
説
、

鄭
注
ら
、
が
文
京
と
謀
っ
て
官
官
を
抹
殺
し
よ
う
と
し
た
が
、
事
が
発

覚
し
て
、
首
謀
者
だ
け
で
な
く
無
関
係
の
者
ま
で
が
窓
宮
に
よ
っ
て

(2) 

多
数
一
殺
常
一
閃
さ
れ
た
と
い
う
事
件
で
あ
る
。
本
稿
で
は
、
ま
ず
、
こ
の

事
件
に
関
連
し
て
作
ら
れ
た
「
行
次
西
郊
作
二
日
韻
」
諮
問
の
特
色
と
、

そ
こ
に
示
さ
れ
た
農
民
に
対
す
る
態
度
を
明
ら
か
に
し
、
そ
し
て
さ

ら
に
、
李
荷
穏
の
求
め
た
政
治
参
加
の
あ
り
方
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

加

国

理

郎

二
、
「
行
次
西
郊
作
一
吉
韻
」
詩
の
農
夫
の
語
り

「
行
次
臨
郊
作

作
状
況
が
記
さ
れ
る
。

蛇
年
建
丑
月

我
自
梁
遼
秦

南
下
大
散
嶺

北
済
清
之
一
浜

高
田
一
長
樹
嬢

下
回
一
長
荊
榛

農
呉
棄
道
傍

知
的
牛
死
空
教

依
妓
過
村
落

十
室
無
一
存

(3) 
詩
の
雷
頭
に
は
、
次
の
よ
う
に
そ
の
制

蛇

年

建

丑

の

月

我
梁
よ
り
秦
に
還
る

南
の
か
た
大
散
嶺
を
下
り

北
の
か
た
摺
の
浜
を
済
る

(85) 

高

田

棋

権

長

じ

下

回

指

榛

長

ず

農
具
道
傍
に
棄
て
ら
れ

飢
牛
空
敢
に
死
せ
り

依
故
と
し
て
村
落
を
過
ぎ
れ
ば

十
室
に
一
の
存
す
る
無
し



存
す
る
者
は
比
自
認
し
て
略
き

無

衣

可

迎

護

衣

の

賓

を

迩

ふ

べ

き

も

の

無

し

始
若
喪
人
開
始
め
人
の
関
ふ
を
嬰
る
る
が
ご
と
き
も

つ
ぶ
さ

及
門
還
問
持
続
門
に
及
び
て
遼
た
異
に
陳
ぶ

学
衛
穏
は
、
間
関
成
二
年
(
八
一
一
一
七
)
十
二
月
に
、
旅
の
途
中
で
長

安
近
郊
の
荒
療
し
た
農
村
を
通
過
し
た
。
そ
こ
で
一
人
の
農
夫
乙
問

い
か
け
た
。
農
夫
は
た
め
ら
っ
て
い
た
が
、
や
が
て
口
を
開
い
た
お

こ
の
よ
う
な
内
容
の
記
さ
れ
た
引
用
部
分
の
後
に
、
農
夫
の
語
ち
が

記
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
語
り
に
対
す
る
李
寓
穏
自
身
の
惑
裁
が

述
べ
ら
れ
て
結
び
と
な
る
σ

こ
の
農
夫
の
諮
り
の
部
分
に
は
、
農
初
か
ら
開
元
夫
宝
を
経
て
討

議
の
変
に
一
争
ふ
る
ま
で
の
歴
史
叙
述
が
含
ま
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
そ

の

大

局

的

な

議

論

に

よ

っ

て

、

こ

れ

(4) 

と
評
価
さ
れ
る
つ
た
だ
し
、

題
点
も
指
摘
さ
れ
る

9

“パ

U
O問
)

で
あ
る

そ
し
て
、
ニ

て
い
る
と

見
な
し

~ì れ

よ

て

か
の

て
い
る
と

す
る
。農

夫
の
誇
む
の
内
容
の
不
自
然
さ
は
、
す
で
に
高
橋
和
巳
氏
も
感

じ
て
い
た
と
窓
わ
れ
る

3

高
構
氏
法
芸
子
高
隠
』
(
岩
波
書
感
、
一

九
五
八
)
の
通
釈
で
、
次
に
示
す
よ
う
な
操
作
を
行
う
。

ま
す
、
先
の
引
用
の
「
及
内
選
国
一
(
練
」
の
直
後
に
続
く
部
分
を
引

用
す
る
。

!習

の
諮
り
の
部
分
に
対
し
て

大
出
結
摂
氏
法
「
李
高
器
汚

つ
い
て
」
(
司
東
北
大
学
中
国
語
学
文
学
叫

に
お
い
て
、
農
夫
の
発
一
一
一
一
口
の
内
容
に
斡
刊

を
合
む
の
が
不
自
然
で
あ
る
と
し
て
い
る
の

の
積
り
の
代
弁
書
と
し

V

)

れ
を
、

国
鴎
薄
く

嘗
て
貧
に
苦
し
む

楽
土
と
称
し

頼
る
所
は
牧
伯
の
仁
な
り

こ
と
氷
玉
の
ご
と
く

こ
と
六
親
の
ご
と
し

(86) 

況
人
や
貞
観
よ
り
後

減
}
命
ぜ
ら
る
る
は
濡
箆
多
し

し
て
緊
牧
伯
を
以
て

入
れ
て
陶
鈎
を
司
ら
し
む

よ
う
に
解
釈
す
る
。

み
や

あ
た
り
ま
す
こ
の
鼠
掬
の
土
地

川
り
ご
ま
し
て
、
田
畑
の
収
穫
は
寡
く
、
こ
の

さ
に
苦
し
ま
な
い
時
と
て
ご
ざ
い
ま
せ

の

あ
え



ん
で
し
た
。

j

と
村
人
は
諮
り
始
め
た
り

j

そ
れ
で
も
、
そ
の

昔
、
こ
の
あ
た
り
が
楽
土
と
呼
ば
れ
た
頃
も
ご
ざ
い
ま
し
た
っ

そ
れ
は
地
方
の
長
官
様
が
仁
愛
深
い
方
で
あ
っ
た
か
ら
で
ご
ざ

い
ま
す
。
政
治
を
な
さ
る
.
長
符
の
方
方
は
、
消
熊
潔
白
、
氷
の

…k
の
よ
う
で
あ
り
、
役
場
の
審
記
も
蕎
喪
で
私
共
の
税
縞
と
同

じ
事
で
ご
ざ
い
ま
し
た
。
:
:
:
ま
し
て
、
太
宗
{
患
者
の
御
治
世

か
ら
以
後
は
、

i

村
人
の
諮
る
如
く
、
ー
文
治
政
策
が
採
用
さ

れ
、
地
方
長
官
に
任
命
さ
れ
る
も
の
の
多
く
は
、
正
統
的
な
儒

教
の
教
援
を
身
に
つ
け
た
文
院
で
あ
り
、
一
通
例
と
し
て
、
そ
の

う
ち
か
ら
、
様
い
地
方
の
太
守
と
し
て
治
績
い
ち
じ
る
し
か
っ

た
賢
人
を
選
抜
し
て
中
央
の
大
関
と
し
て
召
還
さ
れ
る
こ
と
と

な
っ
た
。
(
一
五
九
一
奥
)

こ
こ
で
は
、
病
初
の
農
村
の
様
子
、
が
諮
ら
れ
る
。
そ
の
善
政
が
子

孫
へ
と
語
り
継
が
れ
て
い
た
た
め
、
こ
の
農
夫
も
知
っ
て
い
た
と
い

う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
「
況
自
点
観
後
」
以
下
は
、
蔚
王
朝

の
地
方
官
選
任
の
政
策
で
あ
り
、
こ
れ
は
一
農
夫
が
知
り
得
る
こ
と

で
は
な
い
。
そ
れ
に
対
し
て
高
矯
氏
は
、
原
文
に
対
応
す
る
詩
の
な

い
「
村
人
の
諮
る
如
く
」
を
縮
い
、
さ
ら
に
文
末
の
語
調
を
変
え
て
、

作
者
自
身
の
諮
り
の
よ
う
に
}
訳
出
す
る
の
で
あ
る

Q

こ
こ
で
問
題
な
の
は
、
李
務
総
と
同
時
代
に
長
安
郊
外
に
実
在
し

て
い
た
農
夫
が
持
っ
て
い
た
で
あ
ろ
う
知
識
と
、
作
品
中
に
登
場
す

る
農
夫
の
諮
っ
の
内
容
と
が
準
離
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
現
代
の

文
学
批
評
に
お
い
て
辻
、
作
品
中
の
諮
り
手
、
が
語
り
得
る
作
品
世
界

の
矯
報
の
範
閣
は
議
壊
な
着
目
点
と
さ
れ
る
。
し
か
し
、
前
近
代
中

闘
の
詩
歌
の
批
評
に
お
い
て
は
、
そ
れ
を
特
に
問
題
と
し
な
か
っ
た
。

た
と
え
ば
、
こ
の
詩
一
の
織
成
に
つ
い
て
、
清
の
挑
培
謙
は
『
李
義
山

詩
集
護
注
』
巻
…
で
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

自
「
及
門
選
良
ハ
煉
」
以
下
、
{
民
主
「
此
地
怠
黄
昏
」
、
皆
従
属

民
日
中
向
性
述
間
元
宝
開
成
年
間
事
、
総
建
所
以
致
此
璃
紫
之
由
。

こ
こ
で
は
、
開
元
年
間
の
玄
宗
の
治
一
世
か
ら
開
成
年
間
の
甘
露
の

変
後
ま
で
が
「
屑
民
」
の
日
か
ら
諮
ら
れ
て
い
る
と
見
な
し
、
そ
の

こ
と
に
つ
い
て
向
の
疑
問
も
差
し
挟
ん
で
は
い
な
い
の
で
あ
る
。

…
方
、
学
商
穏
以
外
の
詩
人
た
ち
も
ま
た
、
作
中
人
物
の
諮
り
得

る
範
践
に
つ
い
て
留
意
し
て
い
な
か
っ
た
と
忠
わ
れ
る
。
た
と
え
ば
、

次
に
引
用
す
る
社
南
の
「
兵
車
行
」
(
司
社
詩
詳
注
b

巻
二
)
に
も
、

一
人
の
出
征
兵
士
の
一
言
葉
と
と
れ
る
部
分
に
、
そ
の
人
物
が
知
り
得

る
範
踏
を
逸
脱
し
た
内
容
が
含
ま
れ
て
い
る
。

(87) 

道
労
過
者
間
行
人

行
人
恒
云
点
行
頻

或
従
十
五
北
坊
河

穫
歪
四
十
蕗
営
問

道
芳
の
過
ぐ
る
者
行
人
に
関
へ
ば

行
人
侶
云
ふ
点
行
頻
り
な
の
ノ
と

或
い
は
十
五
よ
り
北
の
か
た
湾
を
妨
ぎ

梗
ち
四
十
に
歪
り
て
西
の
か
た
田
を
営



む去
く
時
翠
正
与
に
頭
を
一
褒
み

帰
り
来
た
れ
ば
頭
臼
く
し
て
還
た
辺
を

成
る

辺
庭
流
出
成
海
水
辺
庭
の
流
温
海
水
を
成
す
も

武
皐
問
問
一
辺
意
未
己
武
皇
辺
を
開
き
意
未
だ
己
ま
ず

者
不
樹
漢
家
山
東
二
百
州
君
間
か
ず
や
漢
家
山
東
の
二

一白州

千
村
万
落
煎
妃
を
生
ず
る
を

縦
ひ
健
婦
の
鋤
向
山
中
を
把
る
有
る
も

禾
は
離
畝
に
生
じ
て
東
西
難
し

帰
来
頚
白
還
成
辺

千
村
万
落
生
荊
杷

縦
有
健
婦
把
鋤
恕

FKLト
い
続
出
山
内
入
正
三
良
苛
4

、
~
ノ
f
e
~脱
出
円
4

閉
会
ハ
に
夕
刊
汁
ビ

こ
こ
で
は
、
十
五
歳
で
徴
兵
さ
れ
、
初
老
に
っ
て
ま
た
辺
地
へ

駆
り
出
さ
れ
る
状
況
や
、
男
手
の
失
わ
れ
た
村
で
の
農
作
業
の
苦
労

ケ
ロ
〕

な
ど
を
、
出
征
兵
士
が
諮
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
、
兵
士
の
一
言
葉
と

し
て
自
然
な
内
容
で
あ
る
ヘ
の
し
か
し
、
そ
の
諮
り
の
中
に
は
、
「
武

自
主
開
辺
意
未
己
」
つ
ま
り
辺
境
で
の
軍
事
行
動
の
継
続
、
が
玄
京
の
意

志
に
よ
っ
て
お
り
、
そ
の
戦
争
に
よ
っ
て
、
「
漢
家
山
東

A

一沼紛川」

つ
ま
り
藤
王
朝
の
領
土
が
広
く
荒
廃
し
て
い
る
こ
と
が
含
ま
れ
る
つ

こ
れ
ら
は
、
王
朝
の
権
力
機
構
に
参
与
し
、
そ
の
権
力
の
基
盤
と
な

る
生
産
力
の
向
上
仁
も
策
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
士
大
夫
の
授

点
に
よ
る
一
一
言
葉
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
こ
で
は
、
一
兵
士
の
発
話

の
中
に
社
南
自
身
の
知
見
を
含
ま
せ
て
い
る
。
「
行
次
語
郊
作
一
百

韻
」
詩
に
お
け
る
作
中
人
物
の
語
り
の
様
態
も
、
こ
れ
と
向
震
で
あ

り
、
中
富
吉
典
詩
の
基
準
か
ら
す
れ
ば
、
こ
と
さ
ら
に
欠
点
と
す
べ

き
で
は
な
い
の
で
あ
る
。

た
だ
し
、
前
近
代
の
批
評
で
も
、
「
行
次
西
郊
作
二
日
韻
」
詩
の

農
夫
の
語
り
の
内
容
に
つ
い
て
、
別
の
観
点
か
ら
疑
問
を
呈
す
る
も

の
が
あ
る
。
次
に
胡
震
亨
明
皆
川
音
統
畿
』
巻
五
百
六
十
一
一
一
、
戊
畿
二

の
評
語
を
一
邪
す
。

天
宝
事
何
一
叫
復
道
、
末
及
開
成
事
、
是
近
事
、
乃
生
色
耳
。

こ
の
指
摘
に
あ
る
よ
う
に
、
確
か
に
、
農
夫
の
一
訪
問
り
の
末
尾
部
分

で
あ
る
開
成
年
間
の
甘
露
の
変
直
後
と
そ
れ
か
ら
三
年
後
の
農
村
の

状
況
の
描
写
が
、
こ
の
詩
の
中
で
最
も
精
彩
を
放
っ
て
い
る
。
次
に

こ
れ
を
引
用
す
る
。

問問均一一…
γ
日間十一

兵
馬
如
繋
巾

(88) 

苦
(
巾
の
ご
と
し

軍
牒
来
た
り
て

兵
の
万
五
千
を
屯
す

郷
裂
は
供
億
に
駿
き

格
扱
事
す

生
ま
れ
て
未
だ
抜
な
ら
ざ
る
に



之
を
棄
て
て
捗
顔
無
し

復
た
適
一
く
所
を
議
せ
ず

的
一
山
間
に
死
せ
ん
と
欲
す

溺
来
又
一
一
…
歳

甘

沢

春

に

及

ば

ず

盗
賊
事
午
に
起
こ
る

誰
か
と
問
へ
ば
窮
民
多
し

節
使
亭
吏
を
殺
す
は

之
を
捕
ら
ふ
る
に
間
無
き
を
恐
る
れ
ば
な
り

腿
尺
相
見
え
ず

日
午
久
し
く
し
て
黄
塵
多
し

官
健
は
燃
に
河
川

J

を
慨
し

自
ら
一
一
一
一
口
ふ
官
の
為
に
巡
る
と

常

恐

備

荒

湿

常

に

恐

る

荒

遡

に

備

ら

ば

此

輩

還

射

人

此

の

叢

還

っ

て

人

を

射

る

を

腕

客

間

本

来

線

づ

替

の

本

末

を

問

ふ

を

願

客

無

関

徳

願

は

く

は

客

よ

殴

錯

す

る

無

か

れ

都
鴇
抵
練
合
間
部
鴇
よ
り
隊
合
問
に
抵
る

此

地

忌

黄

昏

此

の

地

黄

昏

を

忌

む

こ
の
部
分
に
つ
い
て
は
、
ま
た
萎
縞
湾
、
が
司
選
玉
渓
生
詩
補
説
』

(
都
世
峰
輯
、
南
関
大
学
出
版
社
、
九
八
五
)
で
次
の
よ
う
に
述

棄
之
無
惨
顔

不
復
議
所
適

但
欲
死
山
間

爾
来
又
一
一
一
歳

甘
沢
不
及
審

議
賊
亭
午
起

間
開
設
多
窮
民

館
使
殺
亭
吏

捕
之
恐
無
間
制

限
尺
不
栂
免

田
下
久
多
黄
鹿

営
健
腰
慨
弓

べ
て
い
る
の

:
・
:
邸
坊
節
度
使
藷
弘
、
一
極
源
節
度
使
王

以
備
非
常
、
部
一
広
「
兵
馬
如
黄
市
」
、
又

一
広
「
恨
求
死
山
際
」
、
別
想
其
時
一
昨
過
騒
援
、
鎮
食
民
間
、
市

婦
、
苦
不
勝
一
一
一
一
円
突
。
此
可
一
以
補
史
氏
之
開
。
義
山
臨
文

廿
品
川
直
道
非
一
後
入
所
能
及
也
。
六
段
「
捕
之
恐
無
関
」
、

一
」
、
想
見
将
吏
逝
功
、
妄
殺
無
事
、
以
供

有
変
則
為
賊
、
此
又
足
以
補
正
史
之
未
備

献
級
、

也。

先
の
引
用
の
う
ち
、
「
一
指
来
又
三
歳
」
か
ら
後
、
が
、
今
回
の
旅
の

時
点
で
の
出
来
事
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
前
の
部
分
も
、
や
は
り

作
者

J

は
身
の
売
慌
に
依
拠
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、

張
采
出
守
主
渓
生
年
譜
会
護
h

C
よ
れ
ば
、
甘
露
の
変
の
勃
発
時
に

李
商
穏
は
鄭
州
に
い
た
も
の
の
、
こ
の
時
期
に
は
進
士
受
験
の
た
め

鄭
州
と
長
安
を
頻
繁
に
行
き
来
し
て
い
た
。
そ
の
途
上
で
、
事
変
産

後
の
長
安
郊
外
の
様
子
を
↑
同
出
撃
し
た
は
ず
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
こ

の
部
分
の
描
写
は
直
接
的
に
読
者
の
心
情
に
訴
え
る
生
々
し
さ
を
帯

び
て
い
る
争
特
に
、
「
児
孫
生
未
抜
、
棄
之
無
惨
顔
。
不
復
議
所
適
、

侶
欲
死
山
間
。
」
は
、
生
命
に
対
す
る
執
着
心
さ
え
も
失
っ
た
人
間

性
喪
失
の
極
み
を
描
い
て
、
陰
惨
で
あ
る
。
そ
し
て
さ
ら
に
、
こ
こ

に
は
公
式
の
記
録
に
は
残
さ
れ
な
い
官
軍
の
犯
罪
的
行
為
を
暴
く
内

(89) 



筏
を
も
含
ん
で
い
る
つ
そ
れ
を
、
品
一
一
女
備
埠
は
正
史
を
補
う
詩
史
と
し

て
の
価
値
と
見
な
す
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
庸
初
か
ら
天
宝
年
間
同
を
経
て
今
に
至
る
ま
で
の
歴
史
的

記
述
が
長
々
と
続
い
た
後
に
、
こ
の
部
分
が
震
か
れ
て
い
る
た
め
、

そ
の
存
在
感
が
弱
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
を
拐
震
亨
は
指
摘
し
た
の

で
あ
る
。
そ
の
指
摘
に
対
し
て
は
、
張
采
出
が
司
李
義
山
詩
排
正
』

で
次
の
よ
う
に
反
駁
す
る
。

此
詩
導
慨
牧
伯
非
人
、
述
天
宝
事
所
以
追
原
禍
始
告
。
与
錨
叙

乱
離
者
ム
特
別
、
胡
説
非
也
。

こ
こ
で
は
、
地
方
官
の
非
道
の
根
源
に
ま
で
論
及
す
る
た
め
、
天

安
の
事
を
述
べ
た
と
し
て
い
る

φ

こ
の
詩
の
構
成
意
図
は
、
張
采
出

の
指
摘
の
通
り
で
あ
ろ
う

9

す
な
わ
ち
、
李
跨
偲
は
、
こ
の
詩
を
作

る
際
に
、
大
局
的
な
政
治
論
の
擦
問
を
最
も
重
視
し
、
農
民
の
間
窮

の
記
録
に
は
主
娘
一
を
撹
い
て
い
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
れ
は
、
先
に
ポ
し
た
社
南
の
「
兵
憲
行
」
と
比
べ
て
も
明
ら
か

で
あ
る
。
「
一
允
ハ
市
中
行
」
で
は
、
兵
士
の
一
語
り
は
個
人
的
な
境
遇
か
ら

は
じ
ま
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
の
兵
士
の
績
か
れ
て
い
る
状
況
が

同
時
代
に
普
遍
的
で
あ
る
の
を
示
す
た
め
、
兵
士
個
人
に
は
認
識
し

難
い
間
家
全
体
の
状
況
に
一
音
波
す
る
。
つ
ま
り
、
社
甫
自
身
の
視
点

に
よ
る
語
り
は
、
兵
士
本
人
の
体
験
に
よ
る
語
り
の
補
助
と
な
っ
て

い
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
「
行
次
尚
郊
作

で
は
、

農
夫
の
誇
り
は
麿
初
の
善
政
か
ら
は
じ
ま
っ
て
お
り
、
本
人
の
体
験

に
つ
い
て
は
そ
の
末
尾
に
記
さ
れ
る
会
こ
の
構
成
か
ら
晃
て
、
掻
論

す
れ
ば
、
李
荷
穏
が
見
顕
し
た
農
民
の
過
離
な
状
況
は
、
自
己
の
政

治
論
を
組
み
立
て
る
た
め
の
材
料
の
一
つ
で
し
か
な
か
っ
た
と
も
言

え
る
。

三
、
弘
農
窮
辞
職
と
「
行
次
西
郊
作
一
百
議
」
詩
と
の
間
関
連
性

李
商
憶
は
開
成
四
年
一
九
)
、
二
十
八
歳
の
時
、
砧
税
制
川
弘
農

県
の
県
尉
と
な
っ
た
が
、
「
活
獄
」
つ
ま
り
罪
人
の
再
審
を
め
ぐ
っ

て
侠
競
観
察
使
孫
衛
と
対
立
し
、
織
を
辞
す
る
。
こ
の
行
動
は
、

「
行
次
回
郊
作
二
日
議
」
詩
と
関
連
付
け
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
。
す

な
わ
ち
、
こ
の
詩
の
中
の
、
官
軍
の
徴
発
に
よ
っ
て
困
窮
し
た
農
民

が
盗
賊
と
な
っ
て
い
る
、
と
い
う
一
言
説
と
結
び
付
け
、
李
商
憶
は
農

{6) 

民
に
同
情
し
て
孫
衡
と
対
立
し
た
、
と
盟
解
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
次

に
、
ニ
の
出
来
事

4

に
つ
い
て
語
っ
た
李
蕗
騒
の
詩
文
を
取
り
上
げ
、

そ
れ
ら
と
「
行
次
商
郊
作
…
百
韻
」
詩
の
内
容
と
の
関
連
性
に
つ
い

て
論
じ
る
の

李
高
穏
が
農
民
の
状
況
を
理
解
し
て
い
た
の
は
篠
か
で
あ
り
、
そ

ま
っ
た
く
な
か
っ
た
と
は
言
い
切
れ
な
い
。

め
ぐ
っ
て
作
ら
れ
た
李
商
懸
の
詩
文
に
は
、

て
い
な
い
の
で
あ
る
。
ま
ず
、
こ
の
辞

(90) 
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職
の
時
に
税
州
刺
史
に
献
じ
た
「
控
弘
農
尉
献
州
刺
史
乞
仮
帰
京

(
弘
一
皮
尉
に
任
ぜ
ら
る
る
も
、
川
川
刺
史
に
献
じ
て
仮
を
乞
ひ
て
京
に

(7) 
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と
乏
か
を
汐
h
k
p
J
月
す
ア
一

黄
替
封
印
点
刑
徒

悦
負
荊
山
入
政
隅

却
羨
下
利
双
別
足

翼
民
刊
に
封
印
し
て
刑
徒
を
点
じ

憐
、
ち
て
荊
山
に
魚
き
産
関
に
入
る

却
っ
て
一
一
夜
む
下
和
双
つ
な
が
ら
足
を

則
的
ら
れ

生
無
復
没
階
趨

を

後
た
1)皆
を
干支つ

く
し
て
趨
る
な
き

こ
の
詩
の
第
一
旬
の
「
別
徒
」
の
中
に
は
、
の
農
民
、
が
含
ま

れ
'
て
い
る
の
か
も
知
れ
な
い
。
そ
し
て
、
第
一
に
見
え
る
下
和
の

故
事
は
、
正
し
い
意
見
が
権
力
者
に
容
れ
ら
れ
ず
、
か
え
っ
て
罪
を

(
0
0
)
 

得
た
こ
と
を
示
す
。
こ
れ
が
活
獄
の
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。
し
か

し
、
こ
こ
で
は
そ
れ
に
対
す
る
義
憤
と
い
っ
た
心
矯
は
示
さ
れ
て
い

な
い
。
む
し
ろ
、
内
向
的
な
自
己
憐
輔
が
吐
露
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
下
和
は
足
を
切
ら
れ
て
慌
た
だ
し
い
宮
仕
え
が
で
き
な

く
な
っ
た
が
、
そ
れ
す
ら
意
に
沿
わ
な
い
仕
事
を
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
自
分
の
境
遇
よ
り
は
ま
し
だ
と
す
る
の
で
あ
る
。

こ
の
事
件
に
つ
い
て
さ
ら
に
詳
し
く
語
ら
れ
る
の
は
、
「
与
陶
進

ム
欝
」
(
劉
学
錆
・
余
恕
誠
『
李
商
穏
文
編
年
校
日
夜
』
〈
中
華
書
潟
、

…0
0
二
〉
第
一
冊
、
四
一
一
一
一
…
で
あ
る
。
李
商
隠
は
い
っ
た
ん

新
た
に
着
任
し
た
峡
鍍
観
察
使
挑
合
の
説

そ
の
後
、
陶
進
士
な
る
人
物
が
李
商
鱈
に

そ
れ
に
対
す
る
返
事
が
こ
の
文
章
で
あ
る

Q

次
の
よ
う
に
自
ら
の
信
念
に
つ
い
て
記
さ

ずで

ょ
っ
'て
礎

い i識
に 111 し
はてた

れ
る
。

始
僕
小
時
、
得
劉
氏
六
説
読
之
。
護
得
其
諮
日
、
是
非
繋
於
褒

段
、
不
繋
於
箆
器
、
礼
楽
繋
於
有
道
、
不
繋
於
有
司
。
密
記
之
。

(
始
め
僕
小
き
持
、
劉
氏
の
豆
ハ
説
』
を
得
て
之
を
読
む
。
嘗

て
其
の
諮
の
、
「
是
非
は
褒
般
に
禦
り
、
賞
欝
に
繋
ら
ず
、
礼

楽
は
有
道
に
繋
り
、
有
司
に
繋
ら
ず
」
と
日
ふ
を
得
、
密
か
に

之
を
記
す
。
)

(
9〉

こ
こ
で
は
、
ま
ず
劉
迅
豆
ハ
説
』
の
語
に
よ
っ
て
、
儒
教
の
徳
治

義
の
理
念
を
示
す
。
物
事
の
是
非
は
、
法
に
基
づ
く
賞
罰
に
よ
っ

て
規
定
さ
れ
る
の
で
は
な
く
、
ま
た
、
人
間
の
行
動
規
範
で
あ
る
礼

楽
は
、
官
更
が
そ
の
運
用
に
関
わ
る
の
で
は
な
い
。
そ
れ
ら
は
、
道

徳
を
備
え
た
人
物
が
規
定
し
運
用
す
る
の
で
あ
る
。
李
商
隠
は
こ
の

よ
う
な
信
念
を
も
っ
て
世
に
出
よ
う
と
し
た
。
し
か
し
、
進
士
お
よ

び
吏
部
試
の
受
験
に
お
い
て
は
、
こ
の
信
念
を
揺
が
す
出
来
事
が
連

続
し
て
起
こ
る
。
そ
れ
ら
に
つ
い
て
述
べ
た
後
、
弘
農
尉
の
辞
職
に

つ
い
て
次
の
よ
う
に
記
す
。

尋
復
啓
与
曹
、
玉
、
求
尉
於
載
。

(91) 
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始
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官
、

以
活
獄
不
合
人



純
退
去
。
将
遂
脱
衣
嵩
勿
、
永
夷
農
牧
。
会
今
太
守
憐
之
、

催
去
復
任
。
一
進
使
不
為
升
斗
汲
汲
、
疲
時
停
低
燥
耳
。
然
一
年
一
於
文

学
章
句
、
佑
息
不
敢
驚
張
っ
営
田
自
呪
願
得
時
人
日
、
此
物
不
識

字
、
此
物
不
知
書
。

(
導
い
で
復
た
曹
主
に
砕
い
与
し
、
尉
を
殺
に
求
む
つ
:
:
:
始
め

て
宮
に
五
り
、
活
獄
の
人
の
意
に
合
は
ざ
る
を
以
て
、
報
ち
退

ひ
と

去
す
。
将
に
遂
に
衣
を
税
、
ぎ
坊
を
置
き
、
永
く
農
牧
に
夷
し
く

た
ま
た
ま

せ
ん
と
す
。
会
今
の
太
守
之
を
憐
れ
み
、
復
任
を
催
去
す
。

運
ち
に
升
斗
の
為
に
汲
汲
と
し
て
、
疲
一
厚
紙
燥
せ
ざ
ら
し
む
る

の
み
。
然
る
に
文
字
章
句
に
一
色
り
で
は
、
始
患
し
て
敢
て
驚
張

せ
ず
。
嘗
て
自
ら
時
人
の
「
批
の
物
字
を
識
ら
ず
、
此
の
物
蓄

を
知
ら
ず
い
と
日
ふ
を
得
た
る
を
呪
麟
す
。
)

て
い
る
の
は
、
文
章
に
は
穏
便
な
こ
と
し
か
警
か

つ
い
て
の
知
識
の
豊
富
さ
を
人
に
党
ら
れ
な
い

と
い
う
知
識
人
と
し
て
の
自
己
の
否
定
な
の

1->' 

'-

'-

よ
う
に
搬
っ
て
い
る
、

で
あ
る
。

の
こ
の
部
分
以
前
に
も
、
自
己
の
文
章
と
知
識

を
否
定
す
る
一
言
葉
が
繰
り
返
し
見
え
て
い
る
。
ま
ず
、
都
に
と
っ
て

有
力
者
に
対
す
る
行
巻
を
お
こ
な
っ
た
が
、
そ
の
扱
い
が
い
い
加
減

で
あ
っ
た
た
め
に
、
い
よ
け
い
の
文
や
人
に
頼
ま
れ
た
文
書
以
外
に
は
作

(
山
山
}

文

を

し

な

く

な

っ

た

、

と

諮

る

。

そ

し

て

、

令

狐

絢

ょ

っ

て
進
士
に
及
第
し
た
時
に
は
、
す
で
に
著
述
に
心
配
り
を
怠
る
よ
う

{
日
)

な
状
態
に
な
っ
て
い
た
と
す
る
。
さ
ら
に
そ
の
後
、
幅
広
い
知
識
を

関
わ
れ
る
博
学
宏
辞
の
試
験
を
受
験
し
、
不
合
格
に
な
っ
た
後
の
思

い
は
、
次
の
よ
う
に
語
ら
れ
る
。

設
他
日
或
朝
廷
或
持
権
衡
大
患
宰
柏
、
間
一
事
、
話
一
物
、
小

若
毛
甲
、
高
時
脱
有
尽
不
能
知
者
、
別
号
簿
学
宏
辞
者
、
当
其

罪
実
。
私
自
恐
穫
、
憂
若
四
械
。
後
幸
有
中
世
一
回
一
長
者
日
、
此
人

不
壌
、
抹
去
之
。
乃
大
快
楽
、
日
、
比
後
不
能
知
東
西
左
右
、

亦
不
由
民
会
。

(
設
し
他
日
或
い
は
朝
廷
或
い
は
権
衡
を
持
せ
る
大
臣
客
相

せ

…
事
を
問
ひ
、
一
物
を
詰
め
、
小
さ
き
こ
と
毛
甲
の
若
き
も
、

時
に
税
し
尽
く
知
る
能
は
ざ
る
者
あ
れ
ば
、
別
ち
博
学
宏
辞
と

得
す
る
者
、
党
ハ
れ
鐸
に
当
る
。
私
か
に
自
ら
恐
懐
し
、
愛
ひ
て

民
械
せ
ら
る
る
が
若
し
の
後
幸
ひ
に
中
警
の
{
出
訳
者
脊
り
て
日
く
、

「
此
の
人
壊
へ
ず
、
之
を
抹
去
せ
ん
」
と
。
乃
ち
大
い
に
快
楽
し
、

日
く
、
「
此
の
後
東
西
本
一
右
を
知
る
能
は
ざ
る
と
も
、
亦
田
氏
れ

ず
」
と
っ
)

こ
れ
は
、
逆
山

あ
る
。
た
だ
し
、

知
識
の

(92) 

口
調
で
憤
り
を
表
し
て
い
る
の
が
印
象
的
で

を
用
試
験
の
場
で
の
挫
折
を
臼
己
の
文
章
と

る
こ
と
に
、
不
自
然
さ
は
な
い
。
し
か
し
、
弘

つ
い
て
も
、
そ
れ
ら
と
共
通
し
た
感
械
を
述
べ
て
い



る
の
は
、
か
な
り
奇
異
に
思
わ
れ
る
の
す
な
わ
ち
、
こ
れ
も
文
章
に

拠
っ
て
立
つ
知
識
人
と
し
て
の
自
己
が
否
定
さ
れ
た
出
来
事
で
あ
り
、

試
験
の
落
第
と
同
じ
意
味
を
持
っ
て
い
る
、
と
捉
え
ら
れ
て
い
る
の

で
あ
る
の

つ
ま
り
、

で

札

業

繋

於

街

道

、

と

述

べ

る

よ

う

に

、

彼

に

は

、

法

の
上
位
に
あ
る
道
徳
に
よ
っ
て
是
非
の
判
断
を
下
す
こ
と
が
許
さ
れ

る
知
識
人
と
し
て
の
自
負
が
あ
っ
た
。
し
か
し
、
県
尉
の
職
務
を
行

う
に
当
た
っ
て
は
、
法
に
束
縛
さ
れ
る
官
吏
と
し
て
の
振
る
舞
い
を

求
め
ら
れ
る
。
そ
の
こ
と
が
、
活
獄
を
め
ぐ
る
上
司
と
の
対
立
に
よ

っ
て
表
断
化
し
た
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、
知
識
人
と
し
て

の
お
負
心
が
傷
つ
け
ら
れ
た
こ
と
は
、
農
民
の
苦
境
を
救
え
な
か
っ

た
こ
と
よ
り
も
、
李
高
憶
に
と
っ
て
は
重
大
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
れ
は
、
刀
打
次
問
郊
作
一
百
韻
」
詩
を
制
作
し
た
精
神
の
あ
り

方
と
表
裏
一
体
で
あ
る
と
一
一
一
一
問
え
る
。
す
な
わ
ち
、
自
ら
自
撃
し
た
農

民
の
惨
状
を
含
め
て
一
篇
の
詩
を
構
成
す
る
に
当
た
っ
て
も
、
そ
の

状
況
の
効
果
的
な
伝
達
を
最
媛
先
は
し
な
い
。
む
し
ろ
、
唐
王
朝
の

援
患
に
関
す
る
自
ら
の
知
識
を
間
際
し
、
そ
れ
に
基
づ
い
た
政
治
論

の
展
開
を
重
視
す
る
。
そ
し
て
、
そ
の
議
論
の
中
に
、
農
民
の
状
況

の
描
写
を
壊
、
役
さ
せ
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。

四
、
李
鶴
岡
熔
の
求
め
た
教
治
参
加
わ
犠
態

で
き
な
い
李
務
総
は
、
ま
た
、
実
際
の
間
関

ノ
れ
な
か
っ
た
。
彼
は
、
会
問
問
二
年
(
八
四

の
時
に
母
が
没
し
た
た
め
、
官
を
離
れ
て
喪
に
服

そ
の
服
喪
中
に
は
、
強
烈
な
上
昇
志
向
と
、
そ
れ
が
満
た
さ
れ

な
い
焦
燥
感
を
込
め
た
詩
と
と
も
に
、
間
一
脳
を
楽
し
も
う
と
す
る
内

脊
の
詩
も
作
っ
て
い
る
。
そ
の
後
者
の
詩
の
一
つ
で
あ
る
「
四
年
冬
、

以
退
印
刷
務
之
、
水
装
、
渇
然
有
農
夫
望
歳
之
志
、
遂
作
龍
一
笥
又
作
残
雪

詩
各
二
日
一
一
一
日
、
以
寄
情
於
遊
出
(
四
年
冬
、
藷
の
永
楽
に
退
属
す
る

を
以
て
、
鴻
然
と
し
て
農
夫
望
歳
の
志
有
り
、
遂
に
『
憶
雪
』
を
作

り
又
『
残
雪
』
詩
を
作
る
、
矢
口
一
百
一
一
一
一
問
、
以
て
情
を
遊
出
に
寄
す
ご

(
日
)

と
題
さ
れ
た
二
首
の
う
ち
、
「
憶
器
習
い
詩
の
後
半
部
を
引
用
す
る
。

躍

樹

息

環

蕊

庭

樹

壊

蕊

を

思

ひ

粧

楼

認

粉

綿

粧

楼

粉

綿

を

認

む

瑞
趣
盈
尺
臼
瑞
は
盈
尺
の
自
に
題
へ

襲
待
問
妓
年
輩
は
両
妓
の
年
に
待
つ

預
約
延
枚
一
語
預
め
約
す
枚
を
延
く
酒
を

虚
一
来
訪
戴
船
援
し
く
乗
る
戴
を
訪
ふ
船
に

一てむ

峡
畳
一
回
孤
志
業
室
閣
を
映
し
て
は
志
業
に
孤
き

披
撃
砲
神
仙
撃
を
披
り
で
は
神
伯
を
臨
む

(93) 



幾
向
一
一
瀬
塔
歩

頻
将
月
幌
饗

幾
た
び
か
向
か
ふ
籍
塔
の
品
川
/

も
ち

頻
り
に
将
ふ
月
棋
の
察

支
京
応
に
己
に
足
る
べ
し

白

箆

担

額

然

自

農

相

…

顕

然

た

り

こ
の
詩
は
、
題
に
あ
る
通
り
、
蒲
州
、
水
楽
祭
に
て
閑
居
し
て
い
る

時
、
農
夫
の
よ
う
に
忠
県
年
を
願
う
気
持
ち
が
起
ニ
っ
て
作
っ
た
詩
で

あ
る
。
そ
の
中
に
は
、
確
か
に
「
端
謹
設
尺
日
、
出
一
思
待
問
妓
年
」
の

よ
う
に
詩
題
に
示
さ
れ
た
心
情
に
合
っ
た
句
も
あ
る
。
し
か
し
、
そ

の
結
び
で
は
、
身
は
出
額
に
あ
っ
て
も
心
は
都
の
雪
景
色
を
患
っ
て

い
る
機
子
を
表
し
て
い
る
の
農
民
の
よ
う
な
心
持
ち
で
詠
ん
だ
と
す

る
詩
で
す
ら
、
こ
の
よ
う
な
感
慨
で
絡
ば
れ
る
ほ
ど
、
朝
政
参
加
の

窓
欲
は
強
か
っ
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
学
碕
偲
の
上
昇
志
向
は
、
現
実
性
を
伴
っ
て
い
な
い
っ

弘
農
県
は
、
洛
陽
と
一
長
安
の
中
間
の
緊
県
で
あ
り
、
そ
の
よ
う
な
震

F
H
H
J
 

一
安
な
県
の
樹
は
、
高
位
に
登
る
た
め
の
端
緒
と
な
る
官
職
で
あ
っ
た

し
か
し
、
彼
は
そ
れ
を
衝
単
に
投
げ
出
す
。
そ
し
て
節
度
龍
な
ど
の

幕
府
の
文
書
係
の
よ
う
な
不
安
定
な
織
を
転
々
と
す
る
の
で
あ
る
の

李
向
隠
は
、
結
局
ど
の
よ
う
な
政
治
参
加
を
求
め
て
い
た
の
か
。
そ

れ
に
つ
い
て
、
や
は
り
甘
露
の
変
を
め

声

"

3

h

p

'

d

、20

司

t
マ
グ
一
ナ
ム

J
V

「
行
次
商
郊
作

よ
っ
て
考
え

詩
と
な
ら
ん
で
、

に
関
す
る

李
商
隠
詩
に
、
「
有
感
二
苔
」
「
章
一
一
有
感
」
が
あ
る
。
そ
の
地
、
甘
露

の
変
に
関
し
て
は
、
文
宗
、
張
結
、
白
窟
易
、
翼
島
、
社
牧
が
詩
歌

を
作
っ
て
い
る
。
盤
一
司
満
江
氏
は
、
ま
ず
李
高
隠
以
外
の
詩
歌
に
つ
い

て
検
討
し
、
そ
れ
ら
が
各
作
者
の
置
か
れ
た
立
場
や
心
境
に
節
し
た

内
容
を
持
っ
て
い
る
こ
と
を
示
す
。
そ
し
て
、
そ
れ
ら
す
べ
て
が
官

官
に
つ
い
て
触
れ
る
の
は
避
け
て
い
る
の
に
対
し
て
、
李
商
穏
だ
け

は
誌
宮
を
筆
諒
し
て
い
る
こ
と
を
開
明
ら
か
に
す
る
。
こ
の
よ
う
に
、

李
高
憾
の
詩
が
、
他
に
類
例
を
克
な
い
独
自
の
政
治
詩
と
な
っ
た
理

由
の
一
つ
と
し
て
、
寝
台
口
に
抵
抗
す
る
令
狐
楚
の
姿
勢
に
動
か
さ
れ

た
こ
と
を
挙
げ
る
。
左
様
射
で
あ
っ
た
令
狐
楚
は
、
事
変
の
産
後
に

文
京
室
市
に
召
さ
れ
、
事
態
の
収
拾
に
当
た
っ
た
。
そ
し
て
、
文
宗

は
そ
の
ま
ま
令
狐
護
を
宰
椅
に
任
命
し
よ
う
と
し
た
。
し
か
し
、
楚

の
反
抗
的
な
態
度
を
良
く
思
わ
な
い
箆
官
の
反
発
に
よ
っ
て
、
そ
れ

(
山
川
)

は
果
た
さ
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

橋
氏
の
論
か
ら
一
歩
進
め
て
、
李
街
穏
は
「
有
感
」
な
ど
の
詩
を

作
る
時
、
上
記
の
詩
人
た
ち
の
よ
う
に
作
者
自
身
の
立
場
に
よ
っ
て

い

る

の

で

は

な

く

、

よ

っ

て

い

た

と

考

え

た

い

っ

た

と

次

の

匂

が

見

ら
れ
る
。

(94) 

間
借
一
号
夜
突

苧
娩
壌
問
問

機
顕
を
兼
ぬ

沸
を
雪
ぎ
て
収
め
ん



こ
れ
に
つ
い
て
、
高
歩
議
は
、
「
此
以
『
翠
問
問
』

所
症
、
内
密
一
悌
収
』
制
制
収
中
官
禁
兵
帰
之
天
子
由
。
」
(

巻…
h
一
)
と
解
釈
す
る
。
箆
官
が
掌
擬
す
る
禁
策
の
指

も
と
に
取
り
戻
す
と
は
、
…
介
の
布
衣
で
あ
る
李
荷
は
は
じ
め

か
ら
成
し
得
る
こ
と
で
は
な
い
。
し
か
し
、
令
狐
楚
、
が
ん
辛
抱
に
任
ぜ

ら
れ
た
と
す
れ
ば
、
官
官
の
勢
力
を
弱
め
皇
帝
の
権
力
を
安
定
さ
せ

る
た
め
に
必
ず
成
す
べ
き
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
「
有
感
」
な

ど
の
詩
は
、
良
一
帝
の
側
近
に
あ
っ
て
、
療
官
と
も
対
併
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
高
級
官
僚
の
立
場
で
作
ら
れ
た
詩
と
見
る
こ
と
が
で
き
る

の
で
あ
る
。

高
級
官
僚
の
立
場
に
あ
れ
ば
、
「
与
拘
進
士
警
」
に
述
べ
ら
れ
る

よ
う
に
、
法
の
上
位
に
あ
る
道
徳
に
よ
る
判
断
を
下
す
の
も
可
能
に

な
る
。
し
か
し
、
李
商
隠
は
、
現
実
的
な
努
力
と
忍
離
に
よ
っ
て
そ

の
立
場
を
得
ょ
う
と
は
し
な
か
っ
た
の
彼
は
、
そ
の
よ
う
な
草
場
に

よ
る
言
説
を
な
す
こ
と
だ
け
を
追
求
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
先
に
引

用
し
た
萎
燐
滞
司
選
一
七
一
渓
生
詩
補
説
』
に
「
義
山
臨
文
不
議
、
其
直

道
非
後
入
所
能
及
也
。
」
と
あ
る
よ
う
に
、
李
商
隠
の
詩
歌
に
表
れ

た
政
治
的
一
一
一
一
口
説
は
、
保
身
を
一
顧
み
な
い
か
の
よ
う
な
峻
厳
さ
を
含
ん

で
い
る
と
さ
れ
る
。
討
議
の
変
の
擦
に
作
ら
れ
た
詩
歌
に
も
、
こ
れ

は
当
て
は
ま
る
。
そ
れ
は
、
自
分
繍
人
の
現
実
の
立
場
に
よ
る
の
で

は
な
く
、
間
同
家
に
対
す
る
強
い
権
限
と
賞
授
を
有
す
る
立
場
を
披
構

し
、
そ
の
位
罷
に
よ
っ
て
設
設
を
な
し
て
い
る
た
め
と
考
え
ら
れ
る
。

「
有
感
」
詩
な
ど
に
つ
い
て
は
、
令
孤
楚
か
ら
の
伝
簡
で
作
ら
れ
た

可
能
性
が
あ
る
た
め
、
そ
の
よ
う
な
視
躍
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
と
も

考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
刀
打
次
間
郊
作
一
百
韻
」
詩
は
、
そ
れ
ら

の
詩
歌
と
は
異
な
り
、
白
ら
の
克
関
に
よ
る
作
品
で
あ
る
。
そ
れ
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
こ
で
は
、
観
察
者
と
し
て
の
自
己
の
視
点
に
即

し
た
記
述
の
部
分
を
、
よ
り
高
い
位
醤
か
ら
備
撒
的
に
日
記
述
さ
れ
た

歴
史
論
と
政
策
論
に
矧
没
さ
せ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
政
治
詩

に
お
け
る
高
伎
の
視
践
の
設
定
が
、
彼
の
志
向
に
よ
る
も
の
で
あ
る

こ
と
が
わ
か
る
の
で
あ
る
。

こ
れ
は
、
耕
文
作
家
と
し
て
の
李
蕗
隠
の
態
度
に
も
反
映
さ
れ
て

い
る

c

彼
の
耕
文
は
代
作
文
書
を
主
と
し
て
お
り
、
そ
れ
ら
は
官
界

の
地
伎
が
よ
り
高
い
依
頼
者
の
視
座
に
よ
っ
て
作
ら
れ
る
も
の
で
あ

る
。
そ
し
て
、
彼
は
代
作
文
書
で
あ
っ
て
も
、
で
き
る
限
り
自
己
の

(
時
)

政
治
的
見
解
を
含
ま
せ
よ
う
と
し
て
い
た
。
甘
露
の
変
の
後
、
彼
が

同
時
代
の
出
来
事
を
対
象
と
し
た
政
治
詩
を
作
る
こ
と
は
、
次
第
に

少
な
く
な
っ
て
ゆ
く
っ
こ
れ
は
、
耕
文
に
よ
る
政
治
的
ニ
一
一
口
説
の
表
出

の
ほ
う
、
が
、
彼
自
身
の
志
向
に
よ
り
近
か
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。

(95) 

日注
(
1
)
李
高
怒
川
w
缶
記
に
欝
し
て
は
、
張
采
田
司
王
渓
生
年
譜
会
室
』
に



従
う
。

(
2
)
討
議
の
変
に
つ
い
て
は
、
『
資
治
通
鑑
』
巻
二
百
四
十
五
、
庸
紀

六
十
…
、
文
京
大
和
九
年
十
一
月
に
詳
細
な
記
事
が
あ
る
。
こ
の
事

件
と
学
部
揺
の
詩
歌
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
の
研
究
で
は
、
麓
満
一
社

嘉
子
中
間
関
研
究
』
(
汲
十
口
書
院
、
二

O
O五
)
第
二
部
李
商
穏
の
鱈
仏
側

と
調
刺
、
第
一
挙
甘
露
の
変
と
李
商
寝
(
初
出
明
日
本
中
態
学
会

報
』
第
三
十
七
集
〈
一
九
八
五
〉
「
甘
援
の
変
と
詩
人
た
ち
!
李
務
穏

を
中
心
と
じ
て
i
」
)
が
あ
る
。

(
3
)
苧
簡
隠
の
詩
歌
の
底
本
は
、
劉
学
銭
・
余
恕
誠
『
水
子
高
穏
詩
歌
集

解
(
増
訂
歯
一
印
本
)
』
(
中
襲
警
局
、
二

O
O
四
)
と
す
る
つ
こ
の
詩

は
第
一
前
二
五
二
一
真
に
あ
る
。

(
4
)
A
t
詩
編
挙
時
張
、
縦
横
交
織
、
反
映
了
蔵
王
朝
間
活
多
年
的
政
治

脱
出
出
入
和
宮
山
仕
出
盛
部
乱
部
表
的
過
程
中
出
現
的
各
種
矛
盾
和
不
可
避

免
地
走
向
衰
亡
的
援
史
趨
勢

η

其
視
野
之
広
腕
、
内
容
之
読
ん
溺
、
格

局
之
宏
大
、
政
治
色
彩
之
被
棒
、
都
超
過
了
杖
帯
的
「
自
京
赴
泰
先

県
詠
懐
五
百
z
乎
」
い
M
J

「
作
品
征
」
、
開
設
名
副
其
実
的
。
代
史
詩
。

劉
学
鎖
明
学
期
路
一
伝
論
b

(

安
徽
大
学
出
版
社
、
二

O
O
一
一
)
下
編

者
任
説
、
和
晶
子
的
意
向
女
合
持
、
庄
司
、
h
u
g叫

a'jψ
ペ
J
w
u
l
d
2
'
I
u
v
u
n
v
μ
長
十
ト
司

μ
、V
1
4
m
g
n

二
J

J
ノ
て
/
7
1一

(
5
)
「
兵
事
行
い
が
こ
の
よ
う
な
内
容
で
あ
る
た
め
、
現
代
日
本
の
注
釈

杏
で
は
、
ど
こ
ま
で
を
兵
土
の
言
葉
と
し
て
訳
出
す
る
か
、
様
々
な

説
が
と
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
ら
は
、
松
浦
友
久
一
繍
明
枝
注
窮
詩
解
釈

辞
典
加
{
大
修
館
者
服
、
一
九
八
七
)
の
「
一
%
前
の
項

宇
野
詩
人
〉
に
整
理
さ
れ
て
い
る
の

(
6
d
我
例
記
得
、
高
穏
在
刀
打
次
訴
郊
作
二
臼
韻
」

「
次
郎

賎
亭
午
起
、
間
誰
多
窮
民
。
節
能
殺
亭
吏
、
捕
之
恐
無
一
回
」
的
情
況
。

肴
来
、
他
対
子
「
盗
賊
」
与
「
窮
民
」
的
関
係
早
有
了
解
。
有
此
~
一
被

官
府
一
認
識
是
ぷ
諮
問
」
的
、
在
他
看
来
不
通
是
被
生
活
遥
得
走
投
無

路
的
窮
民
。
他
対
他
細
川
是
間
情
的
。

董
乃
紘
『
李
商
隠
伝
』
(
陳
西
人
民
出
版
社
、
一
九
八
五
)
中
巻
第

十
二
輩
、
従
校
警
部
到
弘
農
割
問
、
一
一
九
頁

(7)
誌
本
第
一
冊
一
一
一
七
回
寅

(
8
)
楚
人
和
氏
、
得
玉
瑛
楚
山
中
、
奉
市
献
之
属
王
。
腐
王
使
一
主
人
椙

之
。
玉
入
日
、
石
也
。
王
以
和
為
説
、
一
出
則
的
其
左
足
。
:
:
:
和
田
、

一
札
口
非
悲
別
也
。
悲
夫
宝
玉
部
題
之
以
石
、
貞
士
市
名
之
以
詑
。
此
五
問

所
以
悲
也
っ
王
乃
使
主
人
理
其
壌
、
市
得
宝
一
持
。

明
韓
非
子
』
和
氏
第
十
三

(9)
劉
迅
は
、
劉
矧
幾
の
卵
子
。
町
出
清
書
b

巻
二
回
一
一
、
列
伝
第
五
十
二

に
「
退
、
右
締
関
、
撰
六
説
五
巻
。
」
と
あ
り
、
町
新
簡
明
書
』
巻

一
百
三
十
二
、
別
問
伝
第
五
十
七
に
、
「
迅
、
続
詩
、
書
、
春
秋
、
札
、

楽
五
説
。
」
と
あ
る
乃
た
だ
し
、

2
ハ
説
』
の
警
は
伝
わ
っ
て
い
な
い
。

(
ぬ
)
出
其
脊
(
李
高
騒
が
行
巻
を
行
っ
た
こ
と
を
拐
す
)
、
乃
復
脊
霞
之

間
不
暇
読
者
、
又
有
黙
一
括
続
之
、
不
蝦
朗
読
者
。
:
:
:
故
自
大
和
七

年
後
、
雄
山
対
応
一
挙
、
除
夜
凶
書
、
及
人
強
情
作
一
践
蒋
銘
表
之
一
外
、
一
小

復
作
文
勿

日
)
既
得
引
試
、
会
故
人
一
段
口
(
高
錯
)
主
挙
入
、

一
日
克
之
於
朝
、

詩
、
一
一
一
再
布
一

於
文
章
搾
退
、

(96) 



(
辺
)
こ
の
時
期
の
李
院
憾
の
心
憐
に
つ
い
て
は
、
上
出
武
「
字
詰
態
と

陶
淵
明
」
(
明
都
留
文
科
大
学
研
究
紀
即
位
』
第
三
十
二
築
、
一
九
九

O
)

に
詳
し
い

Q

(
日
)
底
本
第
二
部
五
三
コ
寅

(
M
)
繍
波
護
「
勝
代
の
摂
関
」
(
明
史
林
b

五
七
巻
五
号
、
一
九
七
四
)

お
よ
び
荒
井
健
司
シ
ャ
ル
パ
ン
テ
ィ
エ
の
夢
』
(
朋
友
帯
路
、

一一

O
O一
一
一
)
に
詳
し
い
。

(
日
)
甘
露
の
変
を
め
ぐ
る
詩
人
た
ち
の
反
応
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
や

心
境
の
ち
が
い
に
よ
っ
て
、
詩
作
の
し
i
一
に
興
味
深
い
相
巽
と
な
っ
て

表
れ
て
い
る
。
出
居
場
の
傍
観
宥
的
な
反
応
も
、
社
牧
の
友
人
へ
の

問
矯
か
ら
発
す
る
李
制
・
鄭
注
に
対
す
る
非
難
も
、
そ
れ
ぞ
れ
に
詩

人
の
立
場
や
心
境
を
考
え
る
と
、
額
け
る
の
で
あ
る
。
こ
と
に
事
件

の
性
格
ヒ
、
笛
官
に
つ
い
て
触
れ
る
こ
と
は
最
も
避
け
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
:
:
:
令
狐
楚
の
一
言
動
は
、
箆
官
に
対
す
る
精
一
杯
の
抵
抗

で
あ
っ
た
に
ち
が
い
な
い
。
そ
し
て
、
李
商
隠
の
窓
官
を
築
諒
し
た

詩
は
、
彼
の
庇
護
者
で
あ
っ
た
令
狐
楚
の
霞
宮
に
対
す
る
抵
抗
と
呼

応
し
て
い
る

Q

令
狐
楚
の
姿
勢
に
動
か
さ
れ
た
か
ら
こ
そ
、
李
席
問
穏

は
他
の
詩
人
た
ち
が
触
れ
よ
う
と
し
な
い
官
官
に
つ
い
て
、
敢
え
て

詩
に
詠
じ
た
の
だ
と
思
う
。
李
商
隠
の
よ
う
に
、
ま
だ
身
は
布
衣
で

あ
っ
て
、
事
件
に
近
か
っ
た
令
狐
楚
と
心
中
通
じ
合
っ
て
い
た
詩
人

が
、
最
も
事
件
の
核
心
に
迫
る
詩
を
作
り
得
た
の
で
あ
る
。

驚
満
江
司
容
ア
商
隠
研
究
』
第
二
部
李
商
隠
の
穏
織
と
誠
科
第

準
甘
露
の
変
と
李
商
隅
昭
二
一
一
一
五
1
六
頁

(
日
)
十
二
月
:
:
:
焚
亥
(
二
十
二
日
)
:
:
:
ヒ
(
文
宗
)
御
紫
震
殿
、

関
「
察
側
知
何
為
不
来

a

」
仇
士
良
(
箆
宮
の
嘗
魁
)
日
「
互
い
准
等
謀
反

撃
緒
。
」
山
間
以
捷
子
状
宗
主
、
沼
左
僕
射
令
狐
楚
、
右
僕
射
鄭
軍
等
升

殿
ボ
之
。
ト
ぃ
悲
慎
不
自
勝
、
謂
楚
等
日
「
是
纏
手
書
子
。
」
対
日
「
是

也
J

「
誠
如
此
、
罪
不
容
訟
。
」
臨
命
獲
、
車
留
宿
中
欝
、
参
決
機
務
。

的
問
楚
革
制
官
舞
台
中
外
。
楚
叙
王
援
、
資
鯨
反
事
浮
汎
、
仇
七
良
等
不

悦
、
出
走
不
得
為
相
。

明
資
治
通
鑑
』
巻
，
ベ
百
四
十
五
、
腐
紀
六
十
一
、
文
京
大
和
九
年

(
げ
)
成
本
第
一
時
…
三
八
一
員

(
誌
)
拙
稿
「
李
商
隠
の
代
作
の
態
度
に
つ
い
て
!
『
大
尉
衛
公
会
昌
一

を
中
心
に
し
て
!
」
(
明
中
関
文
化
』
一
九
九
四
)
を
参
照

の
こ
と
。

(
横
浜
市
立
大
学
)
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